








少女を描いた作品が多く存在することも注意すべき特質である。その多くは、少年時代を山口で過ごした自身の体験や大分佐伯での教育時代に見聞した出来事がもとになっており、これら 作品 独歩文学の中でも一ジャンルを形成していると言ってよ 。小山内薫は、 「故独歩の作風 就て」 （ 『新潮』国木田独歩追悼号
　
一九〇八・七）において、
独歩の作風について、 「自然を書いたもの」 「恋愛及び夫婦問題を書いたもの」 「宗教問題及び運命を解いたもの」 「少年時代の追想」 「キヤラクタア、スケッチとも云ふべきもの」の五つに分類しており、 少年時代の追想」 描 代表作として、 「少年の悲哀」 「春の鳥」 「馬上 友」 「画 悲しみ」 「日の出」などを挙げている。　























場させた」小説として一七編を挙げ、 「全小説の二〇パーセント強に及ぶほど、 独歩の年少者に対する関心は強い」とし、「少年の悲哀」 「春の島」の他に、 「二少女」 「河霧」 「鹿狩」 「非凡なる凡人」 「山の力」などを掲げている。その上で福田はこれらの作品を、 〈友情を取り扱ったもの〉 （ 「二少女」 「画の悲しみ」 「馬上の友」 「非凡なる凡人 「山の力」 ） 、 〈大人と少年との関係〉 （ 「たき火 「源おぢ」 「火ふき竹」 「河霧」 少年の悲哀」 「鹿狩」 「初恋」 ） 、 〈教師と少年との関係〉 （ 「日の出」 「春の鳥」 「肱の侮辱」 「波の音」 「泣き笑ひ」 ）という三つのジャンルに分類している。　
近代日本の児童文学では、巌谷小波が「文壇の少年家」と称されたほど、その作中に多くの少年少女を登場させた
ことで知られている。小波は幼童を対象とした作風であった に対し、独歩の場合は年長者を対象とし、大人や教師などの人間関係 中で、現実社会のさまざまな問題に直面する少年少女の精神的成長を描いた点に特質があるといえよう。むろん、こうした少年少女 自立の物語が生み出された背景には、学問により一身独立して立身出世を目指すという明治期の社会的な要請のも 、日本 近代小説が形成されてきたことが影響 ている。とりわけ、少年 女を対象 した場合は、 彼らを取り巻く教育観や人格形成とも密接に関わってくる。その意味において、 独歩の 小説は、立志を抱き社会の有為の人となるべく忍耐努力し、時にはその道から挫折して、社会の不条理さや人生の不可思議さを描出した点で、明治文学 中でも特筆すべき のであると言ってもいいだろう。たとえば 幼いころから『西国立
3志編』を愛読した友人の人生を描いた「非凡なる凡人」はその代表格ともいえる作品である。また、 「馬上の友」では、貸馬屋の少年が愛読する書物として『ロビンソン漂流記』やジュール・ベルヌの『海底旅行』 『源平盛衰記』 『三国志』が登場しており、これらの冒険・空想科学小説が、明治期の少年の想像力の源泉 なり少年の立志に果たした役割も見逃せないのである。　
また、国木田独歩の児童文学関連作品は小説だけにとどまらない。独歩は小説家として文壇にデビューする以前の
一八九五 （明治二八年） 末から一八九七 （明治三〇） 年のはじめにかけて、 徳富蘇峰の民友社の依頼で、 『少年伝記叢書 （全八冊）の執筆にかかわっている。その事情については、 『欺かざるの記』 （一八九五・一〇 二八） 中で、 「民友社の小冊子を書き以て衣食することに定まりたり。／
　
少年伝記叢書と題す。徳富氏と数回の相談を遂げたる結果なり。 」と







よる少年向けの伝記や歴史読み物が多く刊行された。その背景には、 開化思想国家の有為の人材を育成す ため、 また、教育勅語の理念によ 父母への忠孝や礼節と った道徳観 よって、若 世代に立身出世を促し いこうとする国家
4的思想に基づいた風潮が影響している。日本や世界の偉人伝記の紹介は、こうした青少年に対する啓蒙的な意味合いを持っており、 『学問のすすめ』 『西国立志編』などの開化期の啓蒙書とともに、 学校の修身教科書に掲載されることで、多くの若者の志を刺激していくことになる。まず、 博文館が刊行した叢書 『少年文学』 『
家庭教育
歴史読本』 『日本歴史譚』 『世
界歴史譚』などが好評を博し、これに独歩が関わった民友社の『少年伝記叢書』が続く形となっ 。他に文学者が執筆したものとして、 幸田露伴の 二宮尊徳翁』 （ 『少年文学』第七編
　
一八九一・一〇） 、 高山樗牛の『釈迦』 （ 『世界歴史譚』
第一編
　





第一巻として、第二巻は『両ケトー』 （同二月） 、第三巻は『リンコルン』 （同五月）と続き、号外として『吉田松陰文』（同六月） 、 『横井小楠文』 （同七月）を刊行し、 第四巻『ネルソン』 （同一〇月） 、 第五巻『子ルソン
　
下巻』 （一八九七・二） 、











信仰の火を以て焼きつくすに如かず。 」と綴っている。ここに示された「誠実」 「コモンセンス」 「品性」といっ 言葉は、独歩 少年小説に限らず、独歩文学の全体像を考えるうえでも重要なキーワードだ 言える。つまり 独歩は少年伝記叢書執筆を通して、フランクリンやリンコルンなどの人間観や精神面に自身の精神性につながる部分を看取して、それらを血肉としながら小説家としての自己を形成していったのである。　
試みにその一端を、 『フランクリンの少壮時代』に見てみたい。一七歳のときにボストンを家出同然に飛び出したフ















ここで独歩が挙げた 「独立、自信、勤勉、力作、節倹」 よる徳目に基づくフランクリンの精神性は、 『西国立志編』




 フランクリンは宗教的直感を有せず。常識的推理と世間的剛勇と商估的計算と市民的道徳とを有する人なり。宗教的天才を以て世を清め人の血を熟す ことは其の能に非ず。彼は市人の大模範なり。 （一八九五・一二・五）
　　



























 少年立志の栞となすに足る」 （ 『早稲田文芸』評）
9　「空論に馳せて実務を忘却せんとする今日の少年を益すること尠からざるべし」 （ 『福音新報』評）　『両ケトー』　「
 薄志弱行の徒多き世の中に斯る志操堅固の偉人を紹介するは世道人心に裨益すること少なしとせず殊に少年師弟の為めには一種 立志伝ならん歟。 」 （ 『読売』評）
　『リンコルン』　「
 本書は主として其幼年より青年に至り、苦学より立身に至るまでを詳記したれば、少壮者 は殊に面白く読まる々こと々信ず。 」
　「


























たゞそれ少女が事のみ。 別だん面白き事のあるにあらず。 たゞ此の少女、 其性質いかにも美はしく、 逢ふて見る毎に、
語る毎に、共に戯るゝ毎に、いたく吾を動かすところあればなり。
　








































このほかに、独歩作品で少女を扱った小説として、 「二少女」 、 「指輪の罰」が挙げられる。 「二少女」は、一八九八





弟妹を必死に養育する「お秀」が、貧窮生活に喘ぎながら妾に身を落とすことなく女性としての自我を守ろうとする部分に独歩の女 への眼差 の本質 感じられる。本作に登場する はいずれも一八、 九歳の女性であり、必ずしも少年少女を対象とした目的で書かれたわけではないが 困難な環境に耐えつつも品性を欠かさずに生きる女性 姿を描いている点で注意すべき作品 ある。　
これに対して、 「指輪の罰」 （ 『婦人界』一九〇二・一一）は、一三歳の二人の少女が登場する作品である。鎌倉の別









な教訓を含んだ内容となっている。と同時に、二人の少女が互いを思いやる友情の絆がテーマでもある。浪子は、夏子の欲する指輪を人知れず与え あげたいと一途に思い、その親切心への返礼として夏子は、浪子の父親の外国土産である「秘蔵のバイオリン」を贈る。二人の少女が互いを思い合う心のあり様は、 「楽しき夢に入りたらんごとく」 、夏子のバイオリンと浪子の歌声との調和の場面によって象徴的に語られていく。この二人の少女 姿は、独歩の理想とする「品性」を備えた少女 イメージが投影されていると言えよう。　
ところで、もう一つ興味深いのは、夏子に我欲を知らしめる方法として、 〈夢〉の世界を展開させて少女の幻想世界
を描いている部分である。美しい海浜の景色さえも視界に入らな 夏子の「金剛石」への欲望は、 「たゞ金剛石の指輪のことのみ胸に充ち、海 果なる雲の畳々たる 見ても、心は彼雲を分け入りて金剛石 指輪 みを求めぬ」 表現される。後に夏子がさまよう夢の世界は、浜 真砂の美しさ 宝石 たとえて、あたかも「兼ねて夢見た仙境」といった、少女のメルヘン的な欲望を映しだす幻想空間として表現 れる。この夢 世界の一方で、夏子は薄暗い森に閉じ込められ悪い魔法にかけられたように、指輪が突然肩もめり込むほど重くなり、両手の指を引きちぎるほどに痛み始める。ここには我欲による罰という教訓的テーマ 示されてい ことは言うまでもないが、同時に、おとぎ話 メルヘン的世界に夢想する少女の願望があらわれている点に、独歩の少女小説の独特の世界観が醸し出されている。　
以上、独歩の少女を対象とした作品を見てきたが、全体としてはそれほど作品数は多いものではなく、作品の完成












































































れている。例えば、自然豊かな野山を二人して写生し、通学路の道のりに映る光景に対して、 「自分の心 夢のように鎖ざし 居 謎を解 ことが出来るかと、それのみに心を奪られて歩いた」という部分 は、画 世界を通して未知の世界の扉が開かれることを希求する、少年の純粋な精神性が読み取 。しかし歳月は、この少年期の思い出を甘美なものに留めてはおかない 青年期の 分は、 「人生の問題になやまされ、生死の問題に深入りし、等しく自然に対しても以前 心には全く趣を変へていた」心境に至るのである。かつ 競争相手であり、郷里の自然と友 深く心に刻まれていた旧友の面影はもうそこに発見する は い。いまや、人生の現実や苦悩を知った「 分」には、故郷風景も全く別の様相を以て映じるのである。ここでは、 「画」で語ら た画 対す 自己の現実感を描き出すという手法ではなく、少年時代 友情関係を通して、生 死という人間世界 現実的側面への感慨が強調されることになる。　







(  )10。換言すれば、 「画の悲み」には、少年時代の甘美な郷愁にとどまらない、人生そのものが抱える現実的な
苦悩と喪失の物語が内包されているのである。こうした人生の哀感を描いてい 点では、 「少年の悲哀」も同様である。一二歳の少年が感じる不遇の青楼の娼婦 対す 悲哀は、 「少年の歓喜が詩であるならば、 子供の悲哀も亦た詩である。 」という、少年の眼差しを通した現実感と人生のはかなさに通じていく。独歩は、二〇歳前後の時に、郷里山口の港（山口県熊毛郡曽根村の水場）で邂逅した、一六、 七 娼婦とおぼしき少女をモデルとしなが 、漂泊の人生を送る女性の悲哀を哀切に紡ぎ出してみせた。　
以上、 「画の悲み」と小品「画」を通して、独歩の少年期 した画に対する思いと、そこから生じる人生の現実









最後に、少年の探究心と冒険心を主題とした小説「山の力」について考えてみたい。 「山の力」 （ 『少年界』
　
一九〇三・八）は、小中学校時代の山口での自身の体験をもとにしている。一八八五年七月に、独歩の父専八が転勤のため 家は萩に移住したが、独歩は山口中学の入学試験に合格したため一人中学校の寄宿舎に留まり 上京までの数年間、この地で多感な成長期を送ることになる。独歩は、この寄宿舎での生活を通して、作中に登場する方便山（実際は東鳳翩山と推測される）に登ったり、 「馬上 友」 （ 『青年界』一九〇三・五）で描かれる貸馬屋の馬で郊外を散策したりするなど、将来の夢や野心 燃え 少年時代を経験することになる。 「山 力」は、こうした山口寄宿舎時代の青春期を源泉として 少年 飽くなき好奇心やあこがれ 描いた作品である。　
一四歳の「私」は、級友「大友直次郎」の家に遊びに行った折、その兄（直太朗）が示した磁石石の不思議な魔力




いる点が注目され 。 うした背景には、明治期に刊行された科学的読み物が 当時の学校教育に導入される過程中で、近代的な科学的見地に基づく自然観が醸成されていったことが影響している。明治維新以後、新政府は欧米の先進諸国をお手本とし 積極的に政治や社会の仕組みを変革しようとし 。そこで国民を開化に導くためには、実用的な学問を学ぶことが説かれ、近代的な教育制度を確立す 必要 迫られたのである。このため、福沢諭吉は物理学の必要性を説き、国民を開化思想に導く方法と て、まず、窮理（物理）学を広く知らしめることを目指 。福沢は、一八六八年に『
訓蒙
窮理図解』を著して、 科学知識を児童にもわかりやすく通俗的に解説した。その内容は、 「温気の事」







は科学的な道理や因果関係があることを説明した。こうして、 明治初期における科学読み物は、 『窮理図解』 『天変地異』が口火となり、一八七二年の「学制」制定以後、それらの啓蒙書が教科書として広く読まれるようになると、窮理書が数多く出版され「窮理熱」ブームが沸き起 ることになるのである。やがて、科学読み物の出版は、一八八六年の「小学校令」により、物理学や化学などの教科を統一した「理科」が誕生することでふたたび活況を呈することになる。バックレー著・山県悌三郎訳の『理科仙郷』 （一八八六年） 霞城山人の『理科春秋（春） 』 （一八九〇年） 「理科」という名称が冠された科学読み物 代表的作品である。　
また、一九〇二年には、石井研堂の『少年工芸文庫』 （博文館）などの科学読み物シリーズが刊行され、物語仕立て
で科学的知識を紹介する読み物 人気を博していくことになる。いわば娯楽としての科学的読み物が登場してくるのである。 「山の力」に描かれた磁石石への魅力は、こうした科学読み物の流行によって提供された、少年期に抱 未知な世界や対象への知的好奇心や、採取し 石の磁力を実証しようとす 探求心と関連しているのである。　
その一方で、磁石石を求めて未知の山に勇んで進んでいく姿や、突然の風雨に進退窮まり、盗賊が住むうわさのあ







い。少年の心を虜にする「方便山 恐ろしい磁石力」という物語結末の一節には、山や自然が秘めた不思議な力が自然の磁場となって、少年期の冒険心や探究心の源泉 なっていること も示しているのである。こうした山林自然へのあこがれは、 「なつかしきわが故郷は何処ぞや／彼処にわれ 山林の児なりき」 （ 「山林に 由存す」 ）や 「武蔵野に散歩する人は、道に迷うこと 苦 して ならない。ど 路でも足の向く方へゆけば必ずそこに見るべく 聞くべく、感ずべき獲物がある。 」 （ 「武蔵野」 ）など、独歩文学 本質を考える上でも重要な作品と言えるのである。　
以上、幼少年期の追想をもとにした作品を見てきたが、独歩にとって少年期の自己を回想する視点は、作家としての





























11）押川春浪「鎌倉在住前後の独歩氏」 （ 『新潮 追悼号
　
一九〇八・七） 。
